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1〈論文〉
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１．はじめに

















②教科指導における ICT の活用  ～各教科等の～
③校務の情報化  ～教員の事務負担の軽減と子どもと向き合う時間の確保～  
本研究では，2 つめの視点である「②教科指導における ICT の活用」特に理科の教授・
学習過程に焦点をあてた。
理科学習における ICT 利活用の実態について，例えば，IEA（国際教育到達度評価
学会）が行う「国際数学・理科教育動向調査の 2011 年調査」（Trends in International 
2Mathematics and Science Study 2011, 略称 TIMSS2011）における教師質問紙（小学
校：S5，中学校：21）「調査対象学級の理科の授業でのコンピュータの利用」の結果
（国立教育政策研究所 ,2013）では，「理科の授業で使えるコンピュータがある」と答
えた教師の割合は，国際平均が小学校 47%，中学校 46% であるのに対して我が国が






















小学校 4 年生 74（3.7） 558（2.2） 562（3.2）
中学校 2 年生 50（4.3） 559（3.6） 557（3.4）
国際平均
小学校 4 年生 47（0.5） 488（1.0） 486（0.8）






















小学校 4 年生 40（4.2） 15（3.1） 35（4.3） 18（3.1）
中学校 2 年生 15（3.1） 2（1.2） 13（2.8） 8（2.4） 4（1.5）
国際平均
小学校 4 年生 41（0.5） 24（0.4） 25（0.4） 31（0.5）









































































































































・ 対  象 ：神奈川県横須賀市内公立小学校 第 6 学年 1 クラス（23 名）
・実施時期：平成 25（2013）年 5月～ 6月
・ 単  元 ：小学校第 6 学年理科
図 3  ICT 利活用の視点（小野瀬，2012 を一部修正）
8 　「ものの燃え方」
















































































































































































































































プロトコル（図 6，図 7）の分析から ICT 機器に蓄積された子どもの考えを適宜授
業展開に活かすことで，学級の考えが整理され，新たな学習問題の立ち上げにつながっ
たと考えられる。











（1）  ICT とは Information and Communication Technology の略で，コンピュータや情報通信ネッ
トワーク（インターネット等）などの情報コミュニケーション技術のことである。
（2） 本研究での自己調整学習の意味は，小野瀬ら（2008）による定義を採用している。ただし，論
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